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■製品概要
　本研究開発でその性能と受信機へのCPU負担が少
ないことが検証された、誤り訂正方式（DF Raptor）
をIPセットトップBOX商品のStreamCruiserシリー
ズに搭載しました。
　最初の商用化製品としてST1200シリーズにDF 
Raptor機能を搭載、その訂正機能が高く評価されて
IPネットワーク上の商用映像配信サービスに採用され
ました。
　この製品の主な特長は放送受信、ビデオオンデマン
ドサービス、カラオケサービスなどの映像配信サービ
スにおいて本研究開発で培った誤り訂正機能を組み込

むことで高品質で乱れのない映像・音声を安定して
サービス加入者が享受できることです。

IPセットトップボックス StreamCruiser

ST1200シリーズ
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■製品概要
　本研究開発の成果は、マルチメディアIP伝送装置
MD8000シリーズに搭載される基板のひとつとして
製品化されました。MD8000は、さまざまな映像信号、
音声信号、データ信号を、IPネットワーク、SONET
／SDH網など各種ネットワークで伝送できる多機能
伝送装置で、すでに世界中の大手通信事業者や放送事
業者に利用されています。
　近年、放送事業における業務効率化のため、放送用
HD映像をIPネットワークで伝送することが増えてい
ますが、現時点ではそのほとんどは映像信号を圧縮し
て伝送しています。今後、ネットワークの帯域が拡大
すれば、非圧縮のまま伝送するニーズが高まると見込
まれますが、非圧縮HD映像信号をIPネットワークで

伝送する際の規格が各装置メーカー間で異なると、相
互接続に問題が発生する可能性があります。
　そのため、世界の大手通信事業者、通信装置メー
カー、放送局、放送装置メーカーなどが規格の国際標
準化作業を進めてきた結果、SMPTE2022-5／6 とし
て世界標準規格がまとまりました。
　本研究開発では、この標準化チームの主要メンバー
として参画し、規格制定に貢献してきました。
　新たに国際標準となった規格に準拠したモジュール
の搭載が可能になったことにより、ユーザーの持つ他
のネットワーク装置との接続性における将来の不安を
取り除くことができ、一層の販売機会の拡大につなが
ることが期待されています。

本研究成果搭載基板
MD8000-VIF-1Sch（2022） 

マルチメディアIP伝送装置MD8000シリーズ

StreamCruiserシリーズは本モデルを皮切りに
ST1500/1700、ST3200、ST4100シリーズと進化
を遂げて累計200万台を超える出荷となっています。
ST1200シリーズでは標準画質（SD）の対応であった
ものがST1500/1700シリーズでハイビジョン対応、地
デジIP再送信対応、BSデジIP再送信対応、デジタル録
画対応など機能を広げ、ST3200シリーズではクラウド
サービス連携やモバイル端末への映像配信、ST4100シ
リーズでは4K画質（3840×2160、60fps）対応を実
現、現在も最新技術のキャッチアップを続けています。

ST1500／1700シリーズ ST3200シリーズ

ST4100シリーズ
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